
 

 

 

 

 

 

『子どもの安全策要求』 放射能不安に独自計測でむき合い！ 

５年目の現実 いまだ 12 万人避難！汚染水を海へ放出！仮置場も進まず！ 

 

今も、避難者は県内 1 万 2 千戸の仮設住宅での生活を余儀なくされ、原発関連死は 1862 人にのぼってい

ます。子供だけで 2 万 4 千人が県内外に避難、郡山市からは 2100 人の子供が避難中です。一方、東電に求

めた精神的賠償の継続については、全く取り上げず拒否しています。2 月 19 日には、第一原発で廃炉作業

に携わる労働者の労災死亡事故が発生（第二原発でも死亡事故）し、被ばくかつ、安全を軽視した労働の実

態が明らかになっています。さらに、先日に発覚したように、東電は昨年から高濃度の汚染水が海に垂れ流

されていた事実を隠し、県民総意の第二原発の廃炉要求についても、「政府が云々」と「廃炉」の態度表明

を拒否しています。政府もまた、国会の中で「事業者(東電)が」と責任のなすりあいで、将来の再稼働のも

くろみさえ疑われます。 

 「元の生活を返せ」と県民総意の怒りを東

電、政府に突き付け、責任追及と安全・健康

生活を守るため除染や医療の補償、賠償、廃

炉を求めるたたかいを強めましょう。 

 

現在もまだ「年間１ｍＳｖ」超え！ 

 

私たちは、2012 年以降、独自に「わが家」

や市内の公園の放射線量を半年毎に計測し

てきました。わかったことは、確かに市の除

染や自然減などで市内の放射線は下がって

いますが(グラフ参照)、市が目標とする「年

間 1 ミリシーベルト未満」の被ばく状況と

するには、屋外の線量を毎時 0.23μSｖ未満

としなければなりません。しかし、私たちが

計測した結果、屋外線量は、除染実施・未実

施の家を合わせた５０%が毎時０．２３μSv

を超えていること。屋内線量の実測からは、

市が推測する数値を超えるところが数多く 

確認されました。 

また、市内の８公園の計測からは、ホット

スポットともいうべき毎時０．９９μSv の

ところが４%、立ち入れない放射線管理区域

が１８%もありました。 
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子どもの健康を守る「除染と保養」求め！ 

 

子どもたちが遊びに来る児童公園や滑り

台など、比較的線量の高いところがあった 

ことです。                

私たちは、昨年の１１月、郡山市に対し、

除染が済んでいない住宅(6 割)の除染を急ぐ

とともに、除染しても毎時 0.23μSv に下が

らないところは再除染を要求しました。 

とりわけ放射線の影響を大人より強く受

ける子供たちの安全のため、公園内の線量の

高い滑り台、ブランコなど遊具、木製ベンチ

などの交換、子どもたちの被ばく量を低減さ

せるため、放射線がごく低い湖南地区などへ

一定の期間の「保養」を授業に取り入れなが

ら実施するよう、要求してきました。 

郡山市は、こうした要求に回答を引き伸ば

し、３月市議会では除染関連予算を減らす方

向でいます。市民は原発事故直後に比較的高

く被ばくし、それ以降も低線量被ばくを浴び

続けています。郡山市は「健康には影響ない」

として、とりわけ子供たちへの影響を軽視し

ているとしか思えません。 

私たちは、影響の改善を要求し続けます。 

 

わが家保管の汚染土は急ぎ仮置場へ 

 

 住宅の除染の際生じた放射能汚染土は、各

個人の住宅の敷地内一時保管され、市民の

気がかりとなっています。計測中に点検し

たところ、「（地上保管）遮蔽用の土のう袋

が破れ、線量があがり市役所に連絡」「地下

埋設した個所が陥没して水たまり」などの

実態も明らかになっています。 

汚染土用のフレコンバックや防水シート

の耐用年数もあり、住宅から早急に運びだ

すよう３月議会でも追及しています。 

郡山市からは、「住宅から運びだし、集約

保管の上で中間貯蔵施設に運ぶ計画なので

設置場所は確保する」（生活環境部長）との

答弁を引き出しています。 

公園名 測定場所 １２年９月 １４年５月 

荒池公園 

埋立地点 ０．２７ ０．３６ 

西公園ベンチ ０．５５ ０．６４ 

東公園遊具 ０．６４ ０．３５ 

酒蓋公園 

埋立地点 ０．５５ ０．２８ 

子供公園遊具 ０．７７ ０．６９ 

歩道脇 ０．８２ ０．４３ 

香久池公園 

埋立地点 ０．３３ ０．２７ 

木製ベンチ上 １．２８ 0.60 改修 

滑り台着地点 ４．０４ ０．２６ 

麓山・ 

２１世紀公園 

埋立地点 ０．３６ ０．１９ 

麓山児童公園 ０．７３ ０．３９ 

２１世紀花壇 １．４１ ０．６０ 

開成山公園 

児童公園 ０．３２ ０．１４ 

幼児公園中央 ０．４８ ０．２１ 

西側歩道ベンチ ０．２９ ０．６４ 

五百渕公園 

デッキ上ベンチ ０．７５ ０．５０ 

滑り台着地点 ０．５８ ０．３８ 

歩道一周 0.70～1.00 0.29～0.58 

芳賀池公園 

公民館ＷＣ前 ０．７７ ０．５７ 

遊具・滑り台 ０．１９ ０．１９ 

芳賀池橋の上 ０．１９ ０．１６ 

鎌倉池・ 

大槻公園 

木製ベンチ １．１９５ ０．２３ 

木製ベンチ ０．７５７ ０．１５ 

鎌倉池周辺 0.54～0.99 0.20～0.33 
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被ばく被害者救済のためのＡＤＲ（紛争解決センター）に申立 

放射能汚染下の精神的賠償を申立！ 東電「支払済み」と拒否！ 

 

昨年の３月５日、郡山市民の３００世帯・８３４人（他に福島、いわき地区、１，４１５世帯、４，４９

２人）が、「原発事故さえなかったら、放射能による健康への不安等を抱えながら生活する必要はなかった

し、精神的な苦痛を抱える必要もなかった。生活環境は事故前に戻っておらず、除染も進まず自宅の敷地内

に汚染土保管を強いられ、未だに仮置き場の設置もされない。取り返しのつかない事故を起こし、大混乱を

引き起こしたのは東京電力、国でありその責任は重大である。東電に対し申立人一人ひとりの生活環境が事

故前に戻るまで賠償の継続を求めて「精神的賠償の増額」を紛争解決センターに申立ました。 

 

□ 東電、「中間指針に則り賠償は実施済み」と賠償請求を拒否 

申立に対し東電は、「申立人に対しては、中間指針に則り、合理的な賠償（２度の精神的賠償１２万円）

を行っている。これを超える額について一律に支払うことは出来ない」「（ＡＤＲ対し）本和解仲介申立の手

続きを打ち切ること」「仮に和解案が示されても応じる考えはない」と主張し賠償を拒否しました。 

賠償増額を拒否する東電、国に対しその理由としている中間指針について、私達は「地域の実態・実情が

全く反映されず、被害者抜きで決定された中間指針で判断するのは問題」「そもそも中間指針は被害者に対

する賠償が第一の目的。賠償請求を抑え拒否するための『指針』ではない」と東電に対し再三にわたって応

ずるよう求め、紛争解決センターに対しても、「和解案の提示」を求めました。 

 

□ 何一つ解決されないまま拒否され「拒否・終結」へ 

 しかし、１２月２０日の最終審議で紛争解決センター側から「和解案の提示は困難判断。申立の審議は打

ち切りと判断する」との結論が示され、精神的賠償請求と一緒に申立した「自主避難に伴う費用賠償請求」

も審議打ち切りとされました。私達が求めた賠償継続の請求は、東電、国の拒否によって何一つ解決されな

いまま拒否され「終結」とされてしまいました。 

 

□ 引き続き賠償を求める取り組みを進めます 

賠償の和解案が示されても、東電が拒否をするケ

ースが少なくありません。また、精神的賠償の打切

りと連動するように、線量が高くとも避難先からの

早期帰還が進められています。 

原発事故による営業損害の賠償を２０１６年２

月で終了するとして大きな問題になっています。 

昨年１１月に開かれた郡山市議会災害対策特別

委員会で農家、旅館業、養殖業者（鯉）、商店主、

不動産業業者から「売り上げが大幅に減り、生業が

成り立たず生活ができない」と悲痛な訴えがされま

した。東電の答弁は「持ち帰って検討する」の繰り

返しでした。 

私達の申立を拒否した態度と同じです。今後も賠

償を求める取り組みを進めます。 

賠償請求した申立人の訴え 

◎Ａさん◎  

原発事故後、家族の健康を守るために精一

杯努力してきた。でも、家族４人のうち３人

に甲状腺の異常が見つかった。線量の高い自

宅に住み続けたことが原因かと考えると夜も

眠れない。東電・国には家族が安心して暮ら

せるよう事故以前の生活を返してほしい。 

◎Ｂさん◎  

事故後、病身の夫を連れ、雪の降りしきる

山道を走り続け山形に避難。その後、娘の住

む神奈川に避難。１０日間の避難だったが、

今回全ての費用を請求した。原発事故で息子

夫婦、孫達と一緒に住むという、ささやかな

夢も壊されてしまった。東電は、精神的賠償、

自主避難の費用賠償に応ずるのは当然だ。 



県民が求めた「甲状腺１９歳以上の医療費無料化」実現！ 

大丈夫は自己診断！無用な被ばくのリスク避けるため積極的検査！ 

 

社民党は、甲状腺に関わる１９歳以上の医療費無料化を求めてきましたが、２月２４日の県議会で、「国

から平成２７年度の予算として７億８千百万円が確保された」との答弁がありました。一日も早い医療費の

無料化を実現させるため、福島県、全国で署名を取り組み、１０数回に及ぶ政府交渉、福島県交渉を重ねて

きました。今回の前進面を突破口に県民全体の医療費無料化要求の実現に全力を上げて取り組みを進めます。 

 

先行検査「問題ないＡ１・Ａ２」が本格検査で「がん・疑い」見つかる 

 

２月１２日の県民健康調査検討委員会で、甲状腺検査結果に対する見解が示されました。検査２順目で本

格検査を受けた１０万４千人のうち、２次検査対象者が８１１人でそのうちの８人（１順目でＡ－１：５人、

Ａ－２：３人）のうち一人ががんと確定、７人が疑いと判定されました。 

１順目の検査で問題ないとされたものの２順目の検査で見つかっている事実や、１順目で２次検査の対象

となった対象者のうち、まだ検査を受けていない数が郡山市だけでも５９名にもいます。 

□「大丈夫」「気にしない」と自己判断ではなく、定期的な健診・検査等の継続受診が大切 

この事実を前にして、私達に求められているのは「大丈夫」「気にしない」等と自己判断するのではなく、

定期的な健診や検査等を積極的に受診する姿勢が必要であること、『早期発見、早期治療』がリスクを下げ

る基本であることから「検診を必ず受ける」「継続して受ける」ことを私達は呼びかけます。その積み上げ

を行いながら、国、県に対しも「なぜ検査が必要なのか」等の啓発活動の強化を求め、その実現を迫らなけ

ればなりません。同時に定期的な検診等の医療費無料化を東電、国、県に求めましよう。 

 

郡山市の甲状腺検査結果（2015年 3月市議会質問へ回答） 

■先行検査結果（平成２４年度 単位：人） 

１次対象者数 受診者数 Ａ－１ Ａ－２ Ｂ Ｃ ２次対象 受診者数 がん・疑い 

64,383 54,063 27,915 25,668 ４５８ ０ ４５８ ４１５ ２５ 

■本格検査結果（平成２６年度 単位：人） 

１次対象者数 受診者数 Ａ－１ Ａ－２ Ｂ Ｃ ２次対象 受診者数 がん・疑い 

66,208 10,106 １９１ ２７３ ２ ０ ２ １ ０ 

  

「フクシマ原発労働者相談センター」結成（2 月 6 日） 

『急がされる急造タンク作業』被ばく・安全軽視で死亡事故！ 

２月１９日、第一原発で労災死した労働者（55 歳）は、20 年のベテランでした。放射線を避ける作業が

求められるが、「少人数で急がされる急造タンク作業」や、二次、三次…下請けの構造の中で日当も 9，000~ 

17,000 円と大きな差があり、元請けからの仕事のまる投げ状態は変わらず、「上に物も言えない」と原発

労働者は訴えています。除染、収束、廃炉作業は、こうした労働者が安全で健康を維持していく労働条件の

確保なくして維持、進みません。こうした労働者の支援を行うため相談センターを結成しました。 

≪支援センター連絡先事務所≫◎社民党いわき総支部 0246-27-8700(9~16 時)  FAX 0246-27-0448 

◎ 全国一般労組    0246-73-8118(9~16 時)  FAX0246-54-1789 

 


